
受験番号 ガンマ線Ａガンマ線透過写真撮影作業主任者試験Ａ

１／４

（ガンマ線による透過写真の撮影の作業に関する知識）

問 １ ガンマ線源に対する外部被ばくの防護に関する次の

記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）ガンマ線は線源からの距離の自乗に逆比例して弱

くなるので、線源と人体の距離をできるだけ大きく

すること。

（２）被ばく線量は被ばく時間の自乗に比例して増加す

るので、被ばく時間をできるだけ短くすること。

（３）線源と人体の間に遮へい物を置くと効果的である

が、遮へい物の効果は、遮へい物の材質と厚さによ

って異なることに留意すること。

（４）「線源と人体の距離を大きくする。」「線源と人

体の間に遮へい物を置く。」「被ばく時間を短くす

る。」という３原則を適切に組合せて、効果的な措

置を講じること。

（５）作業能率を優先するのではなく、作業を合理的に

行い、不必要な放射線に被ばくすることをできるだ

けさけること。

問 ２ 放射線等の単位に関する次の記述のうち、誤ってい

るものはどれか。

（１）Bqは、放射能の量の単位で、放射性核種について、

その原子核が１秒間あたりに壊変する原子数を示す。

（２）Ｃ/kgは、等価線量と実効線量の単位として、確定

的影響と確率的影響を評価するために用いられる。

（３）吸収線量の単位としては、放射線および物質の種

類によらずＧyが用いられる。

（４）放射線の種類やエネルギーにより人体組織に対す

る影響が異なることを考慮した放射線防護のための

線量の単位としては、Ｓvが用いられる。

（５）eＶは、エネルギーの単位で、１eＶは、１個の電

子が電位差１Ｖの真空中を通過する際に獲得するエ

ネルギーに相当する。

問 ３ 次の放射線検出器のうち、パルス計数を行わないも

のはどれか。

（１）比例計数管

（２）ＧＭ計数管

（３）シンチレーション検出器

（４）化学線量計

（５）半導体検出器

問 ４ 電離箱式サーベイメーターに関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

（１）微弱な放射線の測定に適している。

（２）放射線のエネルギーが変わっても、校正定数は広

範囲にわたりほぼ一定である。

（３）入射方向が変わっても、指示値はあまり変わらな

い。

（４）散乱線、漏洩線など一般にエネルギー分布の不明
えい

な放射線の測定に適している。

（５）零点の移動が起こりやすい。

問 ５ 熱ルミネッセンス線量計に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

（１）読み取り操作にミスがあっても、再読み取りが可

能である。

（２）アニーリングすれば、繰り返し使用することがで

きる。

（３）線量読み取り装置を定期的に校正しておく必要が

ある。

（４）最低検出線量は、フィルムバッジより小さい。

（５）測定可能な線量範囲が広い。



問 ６ 管理区域設定のための外部放射線の測定における測

定箇所の選定に関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。

（１）作業者が立ち入る区域で線源に最も近い箇所等、

１cm線量当量等が最大になると予測される箇所を含

むこと。

（２）作業者が常に作業している箇所を含むこと。

（３）壁等の構造物によって区切られた境界の近辺は、

測定箇所から除外すること。

（４）１cm線量当量等が位置によって変化が大きいと予

測される場合は、測定点を密にとること。

（５）測定点の高さは、通常作業床面上約１ｍの位置と

すること。

問 ７ あるガンマ線源から５ｍの距離における１cm線量当

量率が２mSv/ｈであった。５００μSv/ｈとなる距離は

次のうちどれか。

ただし、散乱線の影響はないものとする。

（１） ２ｍ

（２） ５ｍ

（３）１０ｍ

（４）２０ｍ

（５）５０ｍ

問 ８ ３７０ＧBq Ｃoの線源を５０mmの鋼板で遮へいの６ ０

したとき、線源から１ｍの位置における１cm線量当量

率に最も近い値は次のうちどれか。

ただし、 Ｃoの空気衝突カーマ率定数は０.３０６６０

、５０mm鋼板の減衰度はμＧy・ｍ ・ＭBq ・ｈ２ － １ － １

Ｃoの空気吸収線量が１Ｇyである場合０.３であり、６０

の１cm線量当量は１.１３５Svとする。

また、散乱線の影響はないものとする。

（１）２２mSv/ｈ

（２）２６mSv/ｈ

（３）３０mSv/ｈ

（４）３４mSv/ｈ

（５）３８mSv/ｈ
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問 ９ １cm線量当量率が５０μSv/ｈの場所で作業を行う放

射線業務従事者が受ける実効線量を１週間につき０.４

mSv以下になるようにしたい。

１週間あたりの可能な作業時間として最大のものは

次のうちどれか。

（１） ２時間

（２） ４時間

（３） ６時間

（４） ８時間

（５）１０時間

問１０ 放射線源の事故に対する処置に関する次の記述のう

ち、誤っているものはどれか。

（１）物品財産の保全を第一とし、身体の安全を第二と

する。

（２）付近にいる者、事故現場の責任者、放射線管理の

責任者にすみやかに通報する。

（３）危険のない範囲内で、汚染の広がりを最小限にく

いとめる。

（４）事業場内で、放射性物質を紛失した場合は、放射

線管理の責任者に直ちに通報して指示を受ける。

（５）放射線作業による各種の事故等を予想し、あらか

じめ検討し、訓練を積んでおく。



（関係法令）

問１１ 常時使用する労働者数が７００人の製造業の事業場

がある。ガンマ線照射装置を用いて行う透過写真の撮

影の作業に従事する３０人を含む５０人の労働者が有

害業務に従事している。

この事業場の安全衛生管理体制に関する次の記述の

うち、法令に違反しているものはどれか。

（１）総括安全衛生管理者には、工場長を選任した。

（２）３人の衛生管理者は、いずれも生産関係の業務を

兼任している。

（３）衛生管理者のうち、１人を衛生工学衛生管理者免

許を受けた者のうちから選任した。

（４）産業医には、一定の要件を備えた嘱託の医師を選

任した。

（５）衛生委員会の議長には、総括安全衛生管理者がな

った。

問１２ 電離放射線障害防止規則に定められた管理区域に関

する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）外部放射線による実効線量と空気中の放射線物質

による実効線量との合計が３月間につき１.３mSvを

超えるおそれのある区域は、管理区域として標識に

より明示しなければならない。

（２）屋外でガンマ線照射装置を使用する場合には、管

理区域は装置の移動のつど定めなければならない。

（３）管理区域の中には、必要のある者以外の者を立ち

入らせてはならない。

（４）管理区域内の見やすい場所に、電離放射線健康診

断の結果を掲示しなければならない。

（５）管理区域を設定する際の外部放射線による実効線

量は、１cm線量当量によって評価する。

問１３ 緊急作業に関する次の記述のうち、誤っているもの

は、次のうちどれか。

（１）緊急作業に、放射線業務従事者以外の者を従事さ

せることはできない。

（２）女性（妊娠する可能性がないと診断された女性を

除く。）の放射線業務従事者を緊急作業に従事させ

る場合、被ばく限度の特例は認められていない。

（３）緊急作業に従事する男性は、その間に受ける実効

線量が１００mSvを超えてはならない。

（４）緊急作業に従事する男性は、その間に皮膚に受け

る等価線量が１Svを超えてはならない。

（５）緊急作業に従事する男性は、その間に眼の水晶体

に受ける等価線量が３００mSvを超えてはならない。

ガンマ線Ａ
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問１４ 放射線測定器の装着部位に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

（１）体幹部均等被ばくの場合、妊娠する可能性がない

と診断された女性は、胸部のみに装着すればよい。

（２）頭・頸部が最も多く被ばくする場合、男性は、頭
けい

・頸部と胸部の２か所に装着しなければならない。

（３）胸・上腕部が最も多く被ばくする場合、女性（妊

娠する可能性がないと診断された女性を除く。）は、

胸部と腹部の２か所に装着しなければならない。

（４）腹・大腿部が最も多く被ばくする場合、妊娠する

可能性がないと診断された女性は、腹部と胸部の２

か所に装着しなければならない。

（５）頭・頸部が最も多く被ばくし、次いで腹・大腿部
たい

が被ばくする場合、男性は、頭・頸部、腹部及び胸

部の３か所に装着しなければならない。

問１５ 透過写真撮影用ガンマ線照射装置を屋外で使用する

場合の措置に関する次の記述のうち、誤っているもの

はどれか。

（１）照射中であることを関係者に周知させるための点

燈、電鈴、ブザーなどの警報装置を設けなければな

らない。

（２）原則としてガンマ線源から５ｍ以内の場所には、

労働者を立ち入らせてはならない。

（３）放射線源の位置を調整する作業については、立入

禁止区域を設ける必要はない。

（４）立入禁止区域は標識で明示しなければならない。

（５）放射線を、労働者が立ち入らない方向に照射し、

又は遮へいする措置を講じなければならない。

問１６ 透過写真撮影用ガンマ線照射装置の定期自主検査や

点検等に関する次の記述のうち、誤っているものはど

れか。

（１）当該装置については、１月以内ごとに１回、放射

線源のホルダーの固定装置の異常の有無等について

定期自主検査を行わなければならない。

（２）当該装置については、６月以内ごとに１回、線源

容器の遮へい能力の異常の有無について定期自主検

査を行わなければならない。

（３）定期自主検査を行ったときは、その結果を記録し、

１年間保存しなければならない。

（４）当該装置を分解して修理を行ったとき、定期自主

検査の項目と同一内容の項目について点検を行わな

ければならない。

（５）当該装置を移動して使用した後は、放射線測定器

を用いて放射線源の紛失、漏れ等について点検しな

ければならない。



問１７ ガンマ線透過写真撮影作業主任者の職務に関する記

述のうち、電離放射線障害防止規則には規定されてい

ないものは次のうちどれか。

（１）作業中、放射線測定器を用いて放射線源の位置、

遮へいの状況等について点検すること。

（２）放射線業務従事者の集積被ばく線量の管理及び電

離放射線健康診断の結果に基づく措置等を行うこと。

（３）事故が発生した場合において、放射線源を線源容

器等に収納する作業に労働者を従事させるときは、

遮へい物を設ける等の措置を講じ、鉗子等を使用さ
か ん

せることにより、作業に従事する労働者と放射線源

との間に適当な距離を設けること。

（４）放射線源の線源容器からの脱落等の事故が発生し

た場合、所定の区域から労働者を退避させ、かつ、

この旨を事業者に報告すること。

（５）放射線源送出し装置を有する透過写真撮影用ガン

マ線照射装置を使用するときは、利用線錐の放射角
すい

が当該装置の使用の目的を達するために必要な角度

を超えないようにし、利用線錐以外のガンマ線の空

気カーマ率をできるだけ小さくするためのコリメー

タ等を用いるように措置すること。

問１８ ガンマ線透過写真撮影を行う作業場の管理区域につ

いて行う作業環境測定に関する次の記述のうち、誤っ

ているものはどれか。

（１）３.７ＧBq以下のガンマ線源を装備しているガンマ

線照射装置を使用するときは、６月以内ごとに１回、

定期に測定を実施する。

（２）測定は、外部放射線による線量当量率又は線量当

量について行う。

（３）測定は、７０μｍ線量当量率が、１cm線量当量率

の１０倍を超えるおそれがある場所又は７０μｍ線

量当量が１cm線量当量の１０倍を超えるおそれのあ

る場所においては、７０μｍ線量当量率又は７０μｍ

線量当量について行う。

（４）測定は、単位作業場所について行う。

（５）測定は、自社の作業環境測定士に行わせるか、作

業環境測定機関に委託しなければならない。

ガンマ線Ａ
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問１９ 一般健康診断と電離放射線健康診断に関する次の記

述のうち、誤っているものはどれか。

（１）放射線業務歴のない労働者を、管理区域に立入ら

せて常時放射線業務に従事させるときは、雇入れ時

の電離放射線健康診断を省略することができる。

（２）放射線業務従事者に対しては、６月以内ごとに１

回、一般健康診断を行わなければならない。

（３）管理区域に一時的に立ち入る労働者に対しては、

電離放射線健康診断を行う必要はない。

（４）電離放射線健康診断の項目のうち、「被ばく歴の

有無の調査及びその評価」については、いかなる場

合も省略することができない。

（５）常時５０人以上の労働者を使用する事業者は、一

般の定期健康診断結果報告書を所轄労働基準監督署

長に提出しなければならない。

問２０ 下文中の 内のＡ～Ｃにあてはまる用語の正し

いものの組合せは、(１)～(５)のうちどれか。

「透過写真撮影用ガンマ線照射装置を自己の事業場

以外の場所で使用して作業を行う場合は、 Ａ 、届

書に Ｂ を示す図面及びその付近の見取図を添えて、

Ｃ の所在地を管轄する労働基準監督署長に提出し

なければならない。」

Ａ Ｂ Ｃ

（１）遅 滞 な く 立入禁止区域 自己の事業場

（２）遅 滞 な く 管 理 区 域 自己の事業場

（３）遅 滞 な く 管 理 区 域 当該作業場

（４）あらかじめ 管 理 区 域 当該作業場

（５）あらかじめ 立入禁止区域 当該作業場

（午前終り）



受験番号 ガンマ線Ｂガンマ線透過写真撮影作業主任者試験Ｂ

１／４

（ガンマ線照射装置に関する知識）

問 １ ガンマ線照射装置とエックス線装置（いずれも携帯

式のもの）の比較として、誤っているものは次のうち

どれか。

〔ガンマ線 〔エックス
照射装置〕 線装置〕

必 要（１）電源（発生装置） 不 要

比較的困難（２）移動運搬 容 易

（３）狭い場所での使用 まず不可能 可 能

（４）解像度 や や 劣 る 良

（５）被ばくの危険性 大 比 較 的 小

問 ２ ガンマ線照射装置の線源容器に関する次の記述のう

ち、誤っているものはどれか。

（１）線源容器は、ガンマ線照射装置の線源を収納する

本体部容器である。

（２）線源容器には、線源ホルダー又はコリメーターが

設けられていなければならない。

（３）シャッターが設けられているガンマ線照射装置で

は、開閉の状態を安全に確認できる機構を備えてい

なければならない。

（４）線源を線源容器に収納した状態で使用する構造の

ガンマ線照射装置では、線源を、ねじ、押さえ金具

などによって確実に固定できる構造でなければなら

ない。

（５）線源容器は、運搬、移動用の器具又は装置を備え

ていなければならない。

問 ３ 線源送出し方式のガンマ線照射装置に関する次の記

述のうち、誤っているものはどれか。

（１）線源容器、操作管、伝送管、ワイヤレリーズおよ

び操作器などで構成されている。

（２）照射時にガンマ線はあらゆる方向に広がるため、

パノラマ（３６０°）撮影が可能である。

（３）線源容器から離れた高所やパイプの中などでも撮

影ができる。

（４）不必要な方向にもガンマ線が広い範囲に照射され

る危険な面がある。

（５）遠隔操作が行えない。

問 ４ 透過写真撮影用ガンマ線照射装置の線源に用いられ

ている Ｃsに関する次の記述のうち、誤っているも１３７

のはどれか。

（１） を、セラミック核分裂生成物から分離した Ｃs１３７

成型し、ペレット状にしたものである。

半減期は、７４日と短い。（２）

ステンレス鋼製カプセル内に封入してある。（３）

（４） から放射されるガンマ線に対する鉛の半価１３７Ｃs

層は、約０.５６cmである。

（５） から放射されるガンマ線のエネルギーは、１３７Ｃs

約０.６６２MeVである。

問 ５ 同位体（アイソトープ）に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

（１）原子番号は同じである。

（２）中性子数は異なる。

（３）質量数が異なる。

（４）原子の電子配置が同じである。

（５）化学的性質は全く異なる。

問 ６ 最初３.７ＭBqあった が、１Bqになるおよその６ ０Ｃo

年数は次のうちどれか。

ただし、 の半減期は５.２年である。６０Ｃo

（１） １９年後

（２） ３８年後 Ｎ ２ 3.7 10

log Ｎ 0.69 1.30 2.30（３） ５７年後 e

（４）１１４年後

（５）１７１年後



問 ７ ガンマ線と物質との相互作用に関する次の組合せの

うち、関連のないものはどれか。

（１）光電効果 …………… 連続エックス線

（２）コンプトン効果 …… 反跳電子

（３）電子対生成 ………… 消滅放射

（４）光電効果 …………… Ｋ吸収端

（５）コンプトン効果 …… 散乱ガンマ線

問 ８ ガンマ線源から１ｍ離れた所で、被照射体を透過し

たガンマ線の１cm線量当量率を細い線束として測定し

たところ２４μSv/minであった。

被照射体との間に鋼板５mmとアルミニウム板９mmを

重ねた遮へい体を置いた場合の、同位置における１cm

線量当量率は次のうちどれか。

ただし、このガンマ線に対する半価層は、鋼板では

２mm、アルミニウム板では１８mmとする。

（１） １μSv/min

（２） ３μSv/min

（３） ６μSv/min

（４） ９μSv/min

（５）１２μSv/min

ガンマ線Ｂ
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問 ９ ガンマ線照射装置の運搬に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

（１）輸送容器に収納する直前に、シャッターが開き線

源が開放されていることを確認すること。

（２）原則として、輸送容器の表面における１cm線量当

量率が２mSv/ｈ以下で、かつ、容器表面から１ｍの

距離における１cm線量当量率が０.１mSv/ｈ以下にな

るようにすること。

（３）線源容器、伝送管、操作器などを輸送容器の所定

の位置に収納し、輸送容器には鍵をかけること。

（４）輸送容器表面には、放射性物質の標識と放射性物

質の種類と数量ならびに気体、液体または固体の区

別を明示すること。

（５）運転席、助手席等通常乗車する場所における１cm

線量当量率が０.０２mSv/ｈを超えないこと。

問１０ 透過写真撮影用ガンマ線照射装置の点検に関する次

の記述のうち、不適切なものはどれか。

（１）線源交換時の最も重要な事項は、装置が正常に作

動しているかどうかの機械的な点検を行うことであ

る。

（２）出庫時には、シャッターや線源脱落防止装置など

の異常の有無を点検すると同時に、放射線測定器を

用いて装置の漏れ線量率も測定する。

（３）作業開始前には、線源の有無、部品や付属品の確

認、シャッターや線源脱落防止装置など、運搬中に

異常を生じなかったかどうかについて点検を行う。

（４）作業終了時には、伝送管や操作管などを取り外し

て運搬容器に格納する前に、線源の確実な収納等に

ついて点検を行う。

（５）保管に際しては、線源がガンマ線照射装置に格納

されていることを確認し、保管する施設の境界にお

ける漏れ線量率も測定して異常のないことを確かめ

ておく。



（この科目が免除されている方は、解答しないで下さい。）

（ガンマ線の生体に与える影響に関する知識）

問１１ 放射線の直接作用と間接作用に関する次の記述のう

ち、誤っているものはどれか。

（１）身体的障害は、直接作用と間接作用の両者で説明

できる。

（２）直接作用とは、放射線が細胞内の生体高分子の原

子の電離又は励起を直接行い、その生体高分子を破

壊し、細胞に障害を与えることをいう。

（３）間接作用には、生体中の水分が大きく関与してい

る。

温度効果は、直接作用と関係が深く、間接作用で（４）

は説明できない。

（５）間接作用で細胞内の生体高分子に作用を及ぼすも

のは、ＯＨ やＨ などのフリーラジカル（遊離基）・ ・

である。

問１２ ベルゴニー・トリボンドーの法則に従っていないも

のは、次のうちどれか。

精子は、精原細胞より放射線感受性が低いこと。（１）

（２）皮膚の基底細胞層は、角質層より放射線感受性が

高いこと。

（３）末梢血液中のリンパ球の放射線感受性は高いこと。
しょう

（４）一般に神経組織の放射線感受性は低いが、胎児期

には高いこと。

（５）成人の骨の放射線感受性は低いが、成長期の子供

では高いこと。

問１３ 次のうち確率的影響でないものはどれか。

（１）白内障

（２）白血病

（３）甲状腺がん
せん

（４）遺伝子突然変異

（５）染色体異常

ガンマ線Ｂ
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問１４ 体内被ばくに関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。

（１）万一ガンマ線源が破損したりすると、体内被ばく

を受けるおそれがある。

が体内に摂取されると、膵臓や腎臓にたまり（２） Ｃo６０
す い じ ん

やすい。

（３） Ｃsが体内に摂取されると、筋肉や血液中にま１３７

んべんなく分布する。

Ｉが体内に摂取されると、甲状腺にたまる。（４）１３１
せん

Ｉrが体内に摂取され、組織にとりこまれると（５）１９２

なかなか排出されない。

問１５ 放射線の生体効果に関する次の記述のうち、誤って

いるものはどれか。

（１）低線量率で長時間照射の場合には、照射時間中に

も回復がある。

が多少破壊されても、酵素の働きによりＤ（２）ＤＮＡ

ＮＡの修復が行われる。

（３）照射総線量が同じであれば高線量率で短時間照射

する方が、低線量率で長時間照射するより生体効果

が大きい。

（４）同一の線量を１回で被ばくするのと、何回かに分

けて間隔をおいて被ばくするのでは、分割して被ば

くする方が影響が少ない。

（５）分割照射においては、非照射時には回復はみられ

ない。

問１６ 放射線宿酔に関する次の記述のうち、誤っているも

のはどれか。

（１）症状の種類や現れ方は、線量や照射部位によって

異なり、個人差もある。

（２）潜伏期間は被ばくの条件によって異なるが、２～

３時間後から現れる。

（３）症状の持続は２～７日にわたることもあるが、一

定していない。

（４）放射線宿酔が生じるような線量を全身に被ばくし

たときは、リンパ球の減少が認められる。

（５）せき、たん、息切れ、胸痛などの症状がある。



問１７ 次の放射線障害のうち、晩発性影響と考えられるも

のはどれか。

（１）肺がん

（２）脱毛

（３）不妊症

（４）皮膚潰瘍
かいよう

（５）放射線宿酔

問１８ 遺伝的影響の発生に深く関係する事項の組合せとし

て、正しいものの組合せは次のうちどれか。

（１) 染色体異常、白血病

（２）白血病、結核

（３）染色体異常、遺伝子突然変異

（４）結核、乳がん

（５）乳がん、突然変異誘発

問１９ 生殖腺に受けた等価線量が１Ｓv、骨髄に受けた等価
せん

線量が２Svであるときの実効線量に最も近い値は、次

のうちどれか。

ただし、生殖腺と骨髄の組織荷重係数はそれぞれ

０.２０と０.１２であるものとし、他の組織・臓器の

被ばくはないものとする。

（１）０.２２Sv

（２）０.４４Sv

（３）０.６６Sv

（４）０.８８Sv

（５）１.１０Sv

ガンマ線Ｂ

４／４

問２０ 現在行われている放射線業務従事者に対する特殊健

康診断についての一般的考え方に関する次の記述のう

ち、適切でないものはどれか。

（１）血液と皮膚の障害は、放射線障害の歴史的な代表

的な障害であったが、現在の進んだ予防技術のもと

では、その早期のチェックは無意味である。

（２）人体の造血組織と皮膚は、放射線感受性の高い組

織であり、そのような代表的な組織への影響に関す

る検査を行うことは意味がある。

（３）皮膚や血液の検査は、不注意、事故などで過度の

被ばくや亜急性の障害を受けた場合、有効な検査で

ある。

（４）特殊健康診断は、その受診者に対し、自分が特殊

な危険性をもつ職場で働いているという自覚を高め、

また事業者に対しても、特殊健康診断を通して、そ

の危険に関連する作業条件に対する特別な注意を喚

起するのにも役立つ。

（５）放射線業務従事者の健康管理では、生活習慣病の

増加やメンタルヘルスに関する対策などもあり、放

射線障害のみに重点を置けばよいわけではない。

（終 り）


